
 

 

ご使用上のお願い 

SuperH RISC engine C/C++コンパイラパッケージ（Windows 版）および H8S, H8/300 シリーズ C/C++コ

ンパイラパッケージ（Windows 版）の使用上の注意事項をお知らせします。 

環境変数設定用バッチファイルに関する注意事項 

1. 該当製品 

・SuperH RISC engine C/C++コンパイラパッケージ（Windows 版）  

製品型名：P0700CAS8-MWR Ver.8.0.00, Ver.8.0.01, V.8.00 Release 02 ～ Release 04 

P0700CAS9-MWR V.9.00 Release 00 ～ Release 02  

・H8S,H8/300 シリーズ C/C++コンパイラパッケージ（Windows 版）  

製品型名：PS008CAS6-MWR 

Ver.6.0.00, Ver.6.0.01, V.6.00 Release 02 ～ Release 03 および V.6.01 Release 00  

2.内容 

パッケージをインストールすると自動生成（*env.bat）されるバッチファイル（DOS プロンプト上でビ

ルドするための環境変数を設定する）を実行すると「パラメータが多すぎます」または「Too many 

parameters」メッセージを出力し、正常に処理しないことがあります。 

 

生成されるバッチファイル例 1： 

インストールディレクトリ\Tools\Renesas\SH\9_0_0\shv9000env.bat 

 

生成されるバッチファイル例 2： 

インストールディレクトリ\Tools\Renesas\H8\6_0_0\H8v6000env.bat 

3. 発生条件 

OSが Windows 98 または Windows Me の PC上の空白文字を含むフォルダ（例：Program Files）にパッ

ケージをインストールした場合に発生します。 

4. 回避策 

環境変数設定用バッチファイル（*env.bat）の 

    PATH=%PATH%;... 

の行において、PATHの設定文字列を""で囲み 

    set PATH="%PATH%;..." 

のように書き直してから実行してください。 

5. 恒久対策 

次期 C/C++コンパイラパッケージで改修する予定です。 

 

(c) Hitachi ULSI Systems Co., Ltd. 1995,2014. All rights reserved. 
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